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ふふるるささとと歴歴史史シシンンポポジジウウムム

いいままよよみみががええるる末末松松廃廃寺寺

■開催日 平成２１年１１月１５日（日） 午前１０時～午後４時３０分
■会 場 野々市町情報交流館カメリア ２Fホール椿
■主 催 野々市町・野々市町教育委員会
■後 援 石川県教育委員会・石川県史跡整備市町協議会

石川考古学研究会・

シンポジウムの日程

１０：００～１０：０５ 開会あいさつ 粟 貴章（野々市町長）

１０：０５～１１：０５
基調講演 「古代石川平野（手取川扇状地）の開発と末松廃寺」

金田 章裕（きんだ あきひろ）

１１：１０～１１：４０
報告 １ 「末松廃寺と飛鳥・白鳳の寺院」

村上 �一（むらかみ じんいち）

１１：４５～１２：０５
回 想 「末松廃寺と父高村誠孝」

高村 宏（たかむら ひろし）

１２：０５～１３：００ 昼 食

１３：００～１３：３０
報告 ２ 「瓦が語る古代の文明開化」

木立 雅朗（きだち まさあき）

１３：３５～１４：０５
報告 ３ 「手取扇状地における飛鳥時代の移民集落」

望月 精司（もちづき せいじ）

１４：１０～１４：４０
報告 ４ 「古代の家族と女性・児童」

服藤 早苗（ふくとう さなえ）

１４：４０～１４：５５ 休 憩

１４：５５～１６：２０

パネルディスカッション 「いまよみがえる末松廃寺」
コーディネーター 吉岡 康暢（よしおか やすのぶ）
パネリスト 金田 章裕、村上 �一、服藤 早苗

木立 雅朗、望月 精司

１６：２０～１６：２５ 講 評 谷内尾 晋司（石川考古学研究会々長）

１６：２５～１６：３０ 閉会あいさつ 村上 維喜（野々市町教育委員会教育長）

―１―



■パネリスト・司会者略歴（報告順）

金田 章裕（きんだ あきひろ）

１９４６年富山県に生まれる
大学共同利用機関法人 人間文化研究機構長
京都大学名誉教授（元副学長）
専 門：歴史地理学
主要論著：『条里と村落の歴史地理学的研究』（大明堂）

『古代景観史の探求』（吉川弘文館）
『古地図からみた古代日本』（中央公論社）

村上 �一（むらかみ じんいち）

１９４１年大阪府に生まれる
公益財団法人 文化財建造物保存技術協会 審議役
元文化庁文化財監察官（末松廃寺跡発掘調査に従事）
専 門：日本建築史、文化財保存
主要論著：「歴史的町並みの保存」『新建築学大系５０』（彰国社）

「霊廟建築」『日本の美術』（至文堂）
『日本文化のかたち百科』（岩波書店）

高村 宏（たかむら ひろし）

１９３４年野々市町末松に生まれる
史跡末松廃寺跡保存会員としてその保存と景観美化などに尽力

―２―



木立 雅朗（きだち まさあき）

１９６０年石川県七尾市に生まれる
立命館大学文学部教授
専 門：考古技術史
主要論著： 「加賀・能登の古代仏教遺跡－瓦研究偏重からの脱皮

と『堂』・山寺の評価によせて－」『北陸古代土器研究』
第１０号（北陸古代土器研究会）
「瓦笵についての覚書」『明日をつなぐ道』（高橋美久
二先生追悼文集刊行会）
「須恵器坏類の製作実験ノート２－ヘラ起こし技法に
よる丸底化と「正円の沈線」をめぐって－」『吾々の考
古学』（和田晴吾先生還暦記念論文集刊行会）

望月 精司（もちづき せいじ）

１９６０年宮城県に生まれる
小松市教育委員会埋蔵文化財調査室担当参事兼室長補佐
専 門：考古古代史
主要論著： 「北陸西部地域における飛鳥時代の移民集落～移民系

煮炊具と竪穴建物構造、集落経営の視点から～」『日本
考古学』第２３号（日本考古学会）
「日本海地域の古代土器生産」『日本海域歴史大系』第
二巻 古代篇�（清文堂出版）
「北陸・信越地域の土器」『考古資料大観』３巻（弥生
・古墳時代 土器�）（小学館）

服藤 早苗（ふくとう さなえ）

１９４７年愛媛県に生まれる
埼玉学園大学人間学部教授（学部長）
専 門：日本史、家族史、女性史、ジェンダー論
主要論著：『平安王朝社会のジェンダー』（校倉書房）

『平安朝 女の生き方』（小学館）
『平安王朝の子どもたち』（吉川弘文館）

吉岡 康暢（よしおか やすのぶ）

１９３４年石川県金沢市に生まれる
国立歴史民俗博物館名誉教授
専 門：陶磁社会史
主要論著：『中世須恵器の研究』（吉川弘文館）

『新修国分寺の研究３』（共著・吉川弘文館）
『琉球出土陶磁社会史研究』（真陽社、近刊）

―３―



略年表（原始～中世）

東 洋 史 日 本 史 野々市町関連事項
前３０００ごろ黄河流域に新石器文明 ○先土器文化
２５００ごろインダス古代文明の初め ○縄文式文化
２０００ごろアーリア人、西北インド侵入開始 押野大塚遺跡・御経塚シンデン遺跡
１４００ごろ〔中国〕に殷興る 御経塚遺跡
１０２７ごろ〔中国〕周興る
７７１〔中国〕東周興る
７７１～４０３〔中国〕春秋時代
５６６ごろ～４８６ごろ〔インド〕シャカ（仏教）
５５０～４７９〔中国〕孔子（儒教）

４０３～２２１〔中国〕戦国時代
３１７ごろ〔インド〕マウリア朝成立
２７３～２３２〔インド〕アショーカ王 ○弥生式文化
２２１〔秦〕始皇帝中国を統一
２０２〔前漢〕劉邦（高祖）、前漢の成立
１０８〔前漢〕武帝、朝鮮を討ち四郡を設置
９７〔前漢〕司馬遷「史記｝成る

２８ごろ〔インド〕アーンドラ朝デカン以北を統一

後８前漢滅亡、王莽の新王朝
２５〔後漢〕劉秀（光武帝）、後漢の成立
４５〔インド〕クシャナ朝成立 後５７倭の奴国、後漢に使者を出す、印綬を受く
６８中国に仏教伝来

１０７倭国王、後漢に使者を出す
１４０～１７０ごろ〔インド〕カニシカ王
１６６ローマ皇帝の使者、中国に至る 押野タチナカ遺跡・高橋セボネ遺跡
２０８〔中国〕赤壁の戦い
２２０後漢滅び、三国（魏・蜀・呉）分立
２２６ササン朝ペルシア興る

２３９倭の邪馬台国女王卑弥呼の使者、魏に至る
２６５〔西晋〕晋王司馬炎（武帝）、帝を称す ○古墳文化

２６６倭の女王壱与の使者、晋に至る
３１６西晋滅び、五胡十六国時代始まる 御経塚シンデン古墳群

３６９日本軍、朝鮮半島南端支配（任那の成立）
３７５～４１３〔インド〕チャンドラ＝グプタ二世
３８３〔中国〕 水の戦い ３９１日本軍、朝鮮出兵、百済・新羅を服属（好太王碑）
３８６北魏の建国
３９９～４１６〔中国〕法顕のインド旅行（仏国記） ４１３この年より倭国の使者、しばしば中国南朝に至る
４２０～５８９〔中国〕南北朝時代

４３０宋に朝貢
４６０〔北魏〕雲崗の石窟掘り始める
４８５〔北魏〕均田制を施行
４９３〔北魏〕竜門の石窟掘り始める

５３１～５７９〔ペルシア〕コスロー一世
５５２ごろ（一説、５３８）仏教伝わる

５５２〔北アジア〕突厥帝国の成立 ５６２任那の日本府滅ぶ
５８１北周倒れ、隋興る ５９３～６２２聖徳太子の摂政
５８９〔隋〕中国を統一 ５９３難波四天王寺創建
６０６～６４７〔インド〕ハルシャヴァルダーナ ６００隋に使す（隋書倭国伝による） 上林古墳・末松古墳
６１８〔唐〕李淵（高祖）、唐を興す ６０４憲法十七条を制定
６２４〔唐〕均田制を布く ６０７法隆寺創建
６２４～４９〔唐〕太宗・・・・貞観の治 ６３０遣唐使の初め（犬上御田鍬）
６２９～４５玄奘三蔵のインド旅行（大唐西域記） ６４５大化改新（大化元年ー年号の初め）

６５２班田収授法施行

６６０百済滅ぶ ６５８阿倍比羅夫、蝦夷を討つ
６６３白村江の戦い（日本軍敗退） ６６７近江大津京に遷都 末松廃寺創建
６６８高句麗滅ぶ ６７２壬申の乱。飛鳥京に遷都
６７１～９５義浄のインド旅行 ６９４藤原京に遷都 ６９２越前国初見
６７６〔朝鮮〕新羅の統一時代始まる ７０１大宝律令成る７０８和同開珎を作る
６９０～７０４〔唐〕則天武后、実権を握る ７１０平城京（奈良）に遷都 扇状地中央部の開発進む
６９８渤海の建国（大祚栄） ７１２「古事記」成る７１８養老律令成る 上林・新庄・粟田・三納遺跡群

―４―



東 洋 史 日 本 史 野々市町関連事項
７１２～５６〔唐〕玄宗皇帝（開元の治） ７２０「日本書紀」成る７２３三世一身法を定む
７３５新羅の半島統一成る ７４３墾田の永世私有許可
７５５～６３〔唐〕安禄山・史思明の反乱 ７５２東大寺大仏開眼

７９４平安京（京都）に遷都
７６２〔唐〕詩人李白死（７０１～） ８０１坂上田村麻呂、蝦夷を平らぐ
７７０〔唐〕詩人杜甫死（７１２～） ８０５最澄帰朝し、天台宗を始む
７８０〔唐〕両税法を行う ８０６空海帰朝し、真言宗を始む

８１０初めて蔵人所をおく ８１３東大寺領横江荘
８４６〔唐〕詩人白居易（楽天）死（７７２～） ８１６検非違使をおく ８２３越前国から江沼・加賀郡を分け
８７５～８４〔唐〕黄巣の乱 ８５８藤原良房、摂政となる（人臣摂政の初め） 加賀国設置
９０７唐滅び、朱全忠自立ー〔後梁〕 ８８７藤原基経、関白となる（関白の初め） （加賀・石川・能美・江沼４郡）
９０７～６０〔中国〕五代十国時代 ８９４遣唐使を停止
９１６〔北ア〕耶律阿保機即位、契丹興る ９０２初めて荘園整理の令を下す
９１８〔朝鮮〕高麗の建国（王建） ９０５「古今和歌集」成る
９２６〔満州〕渤海滅ぶ ９３９平将門・藤原純友の乱（承平・天慶の乱）
９３５〔朝鮮〕新羅滅び、９３６高麗、半島を統一
９６０〔宋〕北宋興る（趙匡胤ー太祖）
９７９〔宋〕中国を統一（中央集権的君主独裁制） 紫式部「源氏物語」（１１世紀初に完成）
１００４〔宋〕�淵の盟成る。契丹と和す。 １０１６～２７藤原道長およびその一族の全盛時代

１０１９刀伊の賊（女真）、九州を侵す
１０３７セルジュク＝トルコ興る １０５１前九年の役（源頼義、安倍氏を討つ）
１０３８〔北ア〕西夏興る
１０４８ゴール朝興る １０６９記録荘園券契所をおく
１０５５〔西ア〕セルジュク軍バグダード入城 １０７３院の蔵人所をおく
１０６９〔宋〕王安石の改革（１０７６失脚） １０８３後三年の役（源義家、清原氏を討つ）
１０８４〔宋〕司馬光「資治通鑑」完成 １０８６白河天皇、院政の初め

武士団の台頭と扇状地の再開発
１１１５〔満洲〕女真人完顔阿骨打、金を建国 １１２４中尊寺金色堂建立 林氏・富樫氏
１１２５遼、金に滅ぼされる １１５２白山宮が延暦寺の末寺となる
１１２６北宋、金に滅ぼされる（翌年宋室南渡） １１５６保元の乱 １１５４林氏、白山宮と対立し林光家
１１３２〔中ア〕西遼興る １１５９平治の乱 投獄される

１１６７平清盛、太政大臣となる
１１５３〔金〕燕京（今の北京）に遷都 １１７５法然、浄土宗を開く
”１１５７〔西ア〕ホラズム盛んとなる。セルジュク＝トルコ分裂、
事実上の滅亡” １１８０以仁王の令旨。源頼朝挙兵、木曾義仲挙兵 １１８３～８５源平の戦い

１１８５平氏滅ぶ。守護・地頭の設置 林・富樫氏、木曽義仲に従い上洛する
１１９２源頼朝、征夷大将軍となり、鎌倉幕府を開く も源義経に敗れる

１１９３〔インド〕ゴール朝、北インドを征服 １２０５「新古今和歌集」成る
１２０６〔蒙古〕テムチン、蒙古を統一し、チンギス汗を称す １２１９源氏滅ぶ。北条氏の執権政治始まる

１２２１承久の変。六波羅探題の設置 林氏（宗家）は上皇方（後鳥羽上皇）
１２２４親鸞、「教行信証」を著す（真宗の初め） につき没落し代わって富樫氏が台頭

１２１９～１２２４〔蒙古〕チンギス汗の西征 １２３２貞永式目（御成敗式目五十一条）制定
１２２７西夏滅ぶ
１２３４金滅ぶ １２５３日蓮、法華宗を始む
１２３６～４２〔蒙古〕バツの東ヨーロッパ征服 １２６３富樫家尚、石川郡押野荘に大

１２７４文永の役 乗寺創建
１２６０〔蒙古〕フビライ即位（世祖） １２８１弘安の役
１２７１元朝始まる
１２７１～９５マルコポーロの東方旅行 １２９７永仁の徳政令
１２９５〔西ア〕オスマン＝トルコの建設（諸説あり） １３１２地名「野市」の初見（三宮古記）

１３１７両皇統（大覚寺・持明院）交互即位の議起こる

１３２４正中の変
１３２１〔中ア〕チャガタイ汗国分裂 １３３１元弘の変

１３３３鎌倉幕府滅ぶ
１３３４建武中興 １３３５富樫高家、守護となる
１３３８足利尊氏、将軍となり、室町幕府を開く １３４６富樫家善（押野殿）、押野荘の

１３５１〔蒙古〕紅巾の賊、乱を起こす １３４９足利基氏、鎌倉公方となる 土地を大乗寺に寄進
１３６８〔明〕元倒れ、朱元璋（太祖）、明を興す １３５０富樫高泰、高安軒を開く
１３６９〔西ア〕チムール帝国の成立 １３５８僧唯性、押野の上宮寺創建

１３９２南北朝の合一成る
１３９２〔朝鮮〕李成桂の朝鮮建国 １３９７金閣寺建立
１３９５〔西ア〕チムール、西アジアを統一 １３９９応永の乱（大内義弘挙兵、敗死）
１４０２〔西ア〕アンゴラの戦い １４０１足利義満、明に通交
１４０２～２４〔明〕世祖（永楽帝）

１４２６近江坂本の馬借一揆、京都に乱入

―５―



掘掘りり出出さされれたた石石川川平平野野のの遺遺跡跡とと末末松松廃廃寺寺

位置と環境 末松廃寺跡は、石川県のほぼ中央に位置する野々市町の南西端、末松２丁目地内
に所在し、標高３８m前後を測る手取川扇状地の扇央部にあたる。発展著しい当町にあって、
周辺は農村住環境活性化事業の施行等により緑豊かな景観を保持している貴重な地区であり、
国道１５７号線鶴来バイパスや石川県立大学の整備を経た今も町域のオアシスとしてどこかやさ
しい空気を醸し出している。史跡公園として整備された本遺跡も、遠足を含めた課外学習の場
として活用されており、特に春は隠れた桜の名所として近隣住民に親しまれている。

これまでの調査 末松廃寺は、江戸時代からその存在が知られており、加賀藩士津田鳳卿が１８４０
（天保１１）年までに本遺跡を訪れ、塔の心礎を計測し、これが地元では「唐戸石」と呼ばれて
いたことを記録に残している。その後、１８８８（明治２１）年にはこの心礎は末松の大兄八幡神社
に運び込まれ、手水鉢に転用された。１９１１（明治４４）年より始まった耕地整理事業では、多く
の瓦や土器が出土したと伝えられている。しばらく時をおいて、大正時代に入ると石川県史跡
調査嘱託として赴任していた上田三平が１９２１（大正１０）年に現地調査をおこない、心礎の計測
などをおこなっている。
昭和に入ると、１９３７（昭和１２）年に鏑木勢岐（石川県立金沢第一中学校教諭）を担当者とし
て、塔周辺の発掘調査をおこなっており、同年上田三平が瓦散布地の試掘をおこなった。この
結果を受け、富奥村長小林千太郎が内務・文部両大臣に史跡指定の要望書を提出した。翌１９３８
（昭和１３）年には上田三平が史跡指定に必要な書類、図面、写真などの作成を指示し、１９３９（昭
和１４）年９月７日に文部省から「末松廃寺阯」として史跡に指定され、永く後世へ守り伝えら
れることとなった。石川県では加賀市法皇山横穴群や狐山古墳、七尾市七尾城に次ぐ４番目の
ことである。その後、１９６１（昭和３６）年に地元の高村誠孝氏により金堂推定地の西側水路より
銀製の和同開珎が採取され、「廃寺の全容を解明したい」という機運が一気に高まった。これ
を受けて、１９６３（昭和３８）年には石川考古学研究会により試掘・測量がおこなわれ、１９６６・６７
（昭和４１・４２）年には奈良国立文化財研究所技官を担当者とする末松廃寺調査団により内容確
認のための本格的な発掘調査がおこなわ
れた。その結果、白鳳時代の創建とみら
れる塔、金堂、築地などが確認され、こ
れがいったん廃絶されたあとしばらく間
をおいて再建された可能性が高いことが
指摘された。また、東に塔、西に金堂を
配する法起寺式の伽藍配置を採用した寺
院であったことも判明した。この発掘調
査の成果を受けて、１９６９（昭和４４）年に
史跡の追加指定が行われ、総面積は
２１，２３５．５㎡となった。
調査終了後の１９６８（昭和４３）年から１９７１
（同４６）年にかけて、指定地の公有化や 復元された塔跡と心礎
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末松廃寺跡

野々市町と末松廃寺（地図は昭和４５年当時）

―７―



公園としての整備、収蔵庫の建設が行われ、本遺跡の整備が完成した。

１ 石川平野の開拓史 －縄文から中世まで－

本遺跡の位置する地域は、当町でも御経塚地区と並んでもっとも遺跡密度の高い場所であり、
確認されているだけでも白山市道法寺町から野々市町柳町付近にまで手取川の流れによって形
成された細長い島状微高地に乗るように、各時代の集落遺跡が断続的に連なっている。ここで
はもう少し視野を広め、各時代の遺跡の動向をその地勢等の諸条件を加味した上で再確認して
いく。
縄文時代 扇央部におけるこの時代の遺跡分布は極めて希薄であり、縄文時代にまでさかのぼ
る遺跡は現在確認されている限り白山市に位置する晩期後半の長竹遺跡と、同時期の配石遺構
などを伴う乾遺跡の二例のみである。反面、扇端部や金沢市西部に広がる沖積低地に目を向け
ると、野々市町の御経塚遺跡をはじめとして新保チカモリ遺跡や中屋遺跡、米泉遺跡など周辺

発掘調査風景 金堂跡の瓦堆積

和同開珎 銀銭
法 量
外縁径 ２４．４㎜ 内郭 ６．９㎜
縁厚 １．４㎜ 重量 ４．０６g
品 質
銀 ８８．６６％ 硫黄 ９．０１％
その他塩素・カルシウム・鉄・銅等
和同開珎は７０８（和銅元）年に日本で鋳造、
発行された銭であり、我が国で最初の流通貨
幣であるといわれる。特に銀銭は７０８年５月
に発行され翌年８月に廃止された鋳造・流通
期間の非常に短いものであり、大変貴重なも
のである。
平成１９年２月２２日町指定文化財

和同開珎 銀銭
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の中核ともいうべき大きな集落が長期間にわた
って営まれている。これは、後者が標高６～１０
mの低地に立地し、地下水の自然湧水地帯に
あたることに加え、小河川により形成された微
高地と低湿地が交互に入り組んだ地形により、
一帯が植物・動物質食料や暮らしに必要な材料
の供給源である落葉広葉樹と照葉樹が混合する
豊かな森を形成していたことによるものと考え
られる。このほか、野々市町の上林や粟田など、
標高４０m前後を測る扇央部で実施された過去
の発掘調査でもこの時代の土器や石器などが出
土しているが、いずれも少量であり、住居跡な
どの生活の痕跡までは確認されていない。このことについては、食料採取など人々の生業に関
わる移動と、それに伴う出作り小屋的なものの存在が想定されている。
弥生時代 弥生時代に入ると、周辺のみならず全県規模で遺跡の確認数は減少する。粟田遺跡
では、弥生時代初頭の九州系の土器が数点出土しているが、あくまで客体的な土器の一部に過
ぎず、その出土状況も扇央部における縄文土器の様相に酷似する。その後、前期になると、扇
央部では上林遺跡や末松遺跡、遺構を伴う乾遺跡があり、扇端部や沖積低地では御経塚遺跡や
押野タチナカ遺跡、三日市A遺跡などでも土器の出土が確認されている。しかしそのほとん
どが遺構等の明確な実体を伴わない、極めて少量の出土にとどまっており、縄文時代晩期の集
落の大きな広がりとは対照的である。また、その立地も同一遺跡の範囲内でも規模を縮小し、
より河川に近い場所に移動する傾向がみられる。これは、初期農耕を受け入れたことにより、
集落を営む場所を選ぶ要件の変化を物語るものであろう。続く中期に入ると、県内では羽咋市
吉崎次場遺跡や小松市八日市地方遺跡など地域の拠点と思われる大きな集落が営まれるように
なるが、扇央部では皆無に等しい。沖積低地では、比較的まとまった土器が出土した金沢市矢

史跡末松廃寺跡全景

史跡御経塚遺跡の復元住居
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末松廃寺跡

周辺の遺跡（『末松遺跡』２００５に一部加筆）
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番号 名 称 所 在 地 時 代
１ 田中ノダ遺跡 白山市 田中町 弥生、古墳
２ 専福寺遺跡 白山市 専福寺町 中世
３ 乾町遺跡 白山市 乾町 縄文～近世
４ 高田遺跡 白山市 専福寺町 縄文、平安
５ 三林館跡 野々市町 下林 近世（安土桃山）
６ 長竹遺跡 白山市 長竹町 縄文、古墳、平安、中世、近世
７ 橋爪遺跡 白山市 橋爪町 縄文、弥生、中世、近世
８ 西方寺跡 白山市 幸明町 近世（安土桃山）
９ 橋爪ガンノアナ遺跡 白山市 橋爪町 奈良、平安
１０ 橋爪松の木遺跡 白山市 橋爪町 中世
１１ 幸明遺跡 白山市 幸明町 奈良、平安
１２ 三浦遺跡 白山市 三浦町 弥生、古墳、奈良、平安、中世
１３ 三浦常在光寺跡 白山市 三浦町 中世（鎌倉）
１４ 粟田遺跡 野々市町 粟田、中林 縄文、奈良、平安、中世、近世
１５ 清金アガトウ遺跡 野々市町 上清金 縄文、弥生、奈良、平安、中世
１６ 末松信濃館跡 野々市町 末松 中世
１７ 末松福正寺遺跡 野々市町 末松 古墳、奈良、平安
１８ 末松B遺跡 野々市町 末松 弥生、奈良
１９ 末松A遺跡 野々市町 末松、中林 縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中世
２０ 末松ダイカン遺跡 野々市町 末松 縄文、弥生、古墳、奈良、平安、中世
２１ 史跡末松廃寺跡 野々市町 末松 弥生、古墳、奈良、平安、中世、近世
２２ 大館館跡 野々市町 末松 平安、中世（室町）
２３ 末松砦跡 野々市町 末松、中林白山市木津町 不詳
２４ 古元堂館跡 野々市町 末松 不詳
２５ 末松C遺跡 野々市町 末松 奈良、平安
２６ 末松古墳 野々市町 末松 古墳
２７ 法福寺跡 野々市町 末松 不詳
２８ 三浦高麗野遺跡 白山市 三浦町 中世（鎌倉）
２９ 上二口遺跡 白山市 上二口町 古墳、奈良、平安
３０ 下新庄アラチ遺跡 野々市町 上林、新庄 古墳、奈良、平安
３１ 下新庄タナカダ遺跡 野々市町 新庄 奈良、平安
３２ 上林新庄遺跡 野々市町 上林、新庄 縄文、古墳、奈良、平安
３３ 上林古墳 野々市町 上林 古墳（後期）
３４ 上林テラダ遺跡 野々市町 上林 奈良
３５ 上新庄ニシウラ遺跡 野々市町 新庄 古墳、奈良
３６ 上林遺跡 野々市町 上林 弥生、平安
３７ 法蓮寺跡 白山市 木津町 不詳
３８ 安養寺遺跡 白山市 柴木町 弥生、奈良、平安
３９ 部入道A遺跡 白山市 部入道 奈良、平安
４０ 熊野遺跡 白山市 熱野 平安、中世
４１ 部入道B遺跡 白山市 部入道 奈良、平安
４２ 部入道C遺跡 白山市 部入道、熱野 奈良、平安
４３ 新荒屋遺跡 白山市 新荒屋 奈良、平安
４４ 柴木東遺跡 白山市 柴木町 奈良、平安
４５ 柴木D遺跡 白山市 柴木町 奈良、平安
４６ 柴木南遺跡 白山市 知気寺、柴木、部入道 平安（前期）
４７ 道法寺遺跡 白山市 道法寺 奈良、平安
４８ 道法寺C遺跡 白山市 道法寺 平安
４９ 道法寺B遺跡 白山市 道法寺 奈良
５０ 坂尻遺跡 白山市 坂尻 奈良、平安
５１ 知気寺B遺跡 白山市 知気寺 平安
５２ 荒屋B遺跡 白山市 荒屋 弥生
５３ 荒屋集落遺跡 白山市 荒屋 平安
５４ 知気寺遺跡 白山市 知気寺 平安
５５ 荒屋遺跡 白山市 荒屋 縄文、弥生、古墳
５６ 道法寺南遺跡 白山市 道法寺 平安
５７ 井口B遺跡 白山市 井口 不詳
５８ 安養寺B遺跡 白山市 安養寺 平安
５９ 安養寺C遺跡 白山市 安養寺 平安
６０ 田地古墳 白山市 田地町 古墳
６１ 菅波遺跡 白山市 菅波町 中世
６２ 来同本覚寺跡 白山市 中ノ郷 中世
６３ 園ノ道観館跡（藤木氏館跡） 白山市 藤木町 不詳
６４ 林四郎左エ衛門館跡 白山市 向島町 不詳
６５ 乾町三月田遺跡 白山市 乾町 中世
６６ 中奥・長竹遺跡 白山市 中奥町、長竹町 弥生、古墳、奈良、平安、中世
６７ 幸明おとまる遺跡 白山市 幸明町 不詳
６８ 福正寺ゴコメマチ遺跡 白山市 福正寺町 古墳、奈良、平安、中世
６９ 橋爪B遺跡 白山市 橋爪町 弥生、奈良、平安、中世
７０ 橋爪A遺跡 白山市 橋爪新町 弥生～中世
７１ 橋爪新B遺跡 白山市 橋爪新町 弥生～中世
７２ 末松しりわん遺跡 白山市 末松 奈良、平安、中世
７３ 木津遺跡 白山市 木津町 弥生～中世
７４ 安養寺念仏林遺跡 白山市 安養寺 中世
７５ 七原町A遺跡 白山市 七原町 弥生、平安
７６ 七原町B遺跡 白山市 七原町 不詳
７７ 井口遺跡 白山市 井口 縄文（晩期）
７８ 堀内館跡 野々市町 堀内町 弥生、中世、近世
７９ 三納トヘイダゴシ遺跡 野々市町 三納 平安、中世
８０ 藤平田ナカシンギジ遺跡 野々市町 藤平田、三納 不詳
８１ 三納アラミヤ遺跡 野々市町 三納 奈良、平安
８２ 三納ニシヨサ遺跡 野々市町 三納 中世

周辺の遺跡一覧
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木ジワリ遺跡が知られているが、町域では扇端部の押野大塚
遺跡と御経塚遺跡ツカダ地区でわずかにみられる程度である。
その後、中期後半になると、押野タチナカ遺跡でようやくま
とまった土器群が出土した竪穴建物が確認されるが、しかし
後の後期後半から始まる集落遺跡の爆発的な増加につながる
ものではなく、周辺は再び歴史的空白期間をはさむこととな
る。後期後半以降になると、確認されている遺跡の数は飛躍
的に増大する。このことは、鉄器の普及や農業技術の進歩に
よる生産力の向上から人口が増加したことを示しており、人
口密度過多の解消や安定した生活環境を維持するために、新
たな耕作地を求めて中・小規模の集落が周囲に分散していっ
たものと考えられる。この時期の代表的な集落として 、金
沢市の畝田寺中遺跡や南新保D遺跡、扇端部の御経塚遺跡
群や二日市・三日市遺跡群、高橋川の自然堤防上に連なる集
落群などきりがないが、注目されるのは御経塚シンデン遺跡
や二日市イシバチ遺跡、横川・本町遺跡、白山市旭遺跡群など続く古墳時代初頭において古墳
群を造営する勢力が醸成されはじめたことである。次に、扇央部に目をやると、標高６０m前
後を測る位置にある白山市荒屋遺跡、七原町B遺跡や４０m前後の野々市町上新庄ニシウラ遺
跡、末松廃寺、白山市上二口遺跡などが知られている。この内、上新庄ニシウラ遺跡では弥生
時代末から古墳時代初頭にかけての竪穴建物４棟、掘立柱建物２棟が確認されており、周囲の
遺跡に比べれば一応集落としての体裁は保っているが、それでも各建物に建替えの痕跡や重複
はみられず、せいぜい１世代程度の短い存続期間であったと思われる。このことは、手取扇状
地扇央部に特有の地下水位が低く高燥で、少し地面を掘り下げれば石が表出するという地勢と
無関係ではあるまい。当時、鉄器が普及したといってもまだまだ集落の構成員全員にまでは行
き渡っていなかったことは、各地で行われた発掘調査で出土する鉄器の量をみれば明らかであ
る。加えて、高地であるがゆえに急峻な流れの小河川を利用して用水を開削することは、高い
灌漑技術と相当な労働力を必要としたと考えられる。末松廃寺に近い白山市木津遺跡にみられ
る数度の洪水の痕跡などとあわせ、厳しい自然環境は容易に人々を受け入れなかったようであ
る。
古墳時代～古代 古墳時代初頭から前期にかけて、扇端部に位置する御経塚シンデン古墳群や
二日市イシバチ遺跡、白山市横江古屋敷遺跡・旭遺
跡群などでそれ以前の大規模な集落の近くもしくは
同じ地点に、前方後方墳と方墳を主体とした古墳群
が築かれるようになる。この内、旭遺跡群は弥生時
代末から続く周辺首長の墓域とみられ、山陰地方と
の関係を示す四隅突出墳も確認されており、その成
立の背景に興味がもたれる。この時期、扇央部にお
いては目立った動きは確認されていない。その後の
展開は弥生時代にみられた状況とよく似ており、古
墳時代中期後半の集落跡として御経塚遺跡に若干の

弥生時代後期の竪穴建物

弥生時代後期の土器群

御経塚シンデン古墳群１号墳
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痕跡がみられる程度であり、周辺は再び歴史的な空白期
を迎えることとなる。
次に手取扇状地を含む周辺地域に人々の足跡が記され
るのは、７世紀初め～前半代である。まず扇端部に目を
向けると、御経塚遺跡や同ツカダ地区、白山市横江A
遺跡などがこの時期に開始されるものの短期間で廃絶さ
れる例としてあげられ、以降しばらく継続して営まれる
例として白山市東相川遺跡や北安田北遺跡がある。扇央
部では白山市三浦遺跡などがこの時期以降継続して営ま
れる。また、末松廃寺の北東側一帯に広がる末松福正寺
遺跡や末松ダイカン遺跡ではこの時期の竪穴建物や土器
が若干確認されているが、水路築造部分の細長い範囲で
の調査であったため、廃寺建立前夜の様相を知ることは
できない。また、ここから南東へ約１．４㎞離れた地点に
広がる野々市町上林・新庄遺跡群では、最大の集落跡で
ある上林新庄遺跡西端より竪穴建物５棟と数棟の掘立柱
建物が散居村的景観ながら確認されており、この時期に
廃寺周辺の開発が本格的に開始されたと考えられる。周
辺で発見されている上林古墳や白山市田地古墳、また、
古墳と伝えられる末松の大兄八幡神社に所在する末松古墳などの終末期古墳の存在や、末松地
区に残る「塚」の付く小字名は、他にも数基同様の古墳が存在していたことを示唆するもので
あり、それらは後の発展の基礎を築いた
開発領主層の壮大な記念碑であるといえ
る。その後、７世紀後半になると周辺で
の遺跡確認例は急増し、標高２５m前後
に位置する白山市米永古屋敷遺跡や３０m
前後の上二口遺跡、野々市町末松遺跡群
や４０m前後の上林・新庄遺跡群など、
山島用水系中流域から富樫用水系の扇央
部にかけて、扇状地を東西に横断するよ
うに多くの遺跡が開始または隆盛し、末
松廃寺が建立される。近くに広がる末松
遺跡群では７世紀後半以降８世紀半ばに
かけて集落としてのピークを迎え、９世
紀半ばまでには衰退へ向かう。また、上
林・新庄遺跡群では７世紀前半に誕生し
た集落が、続く後半以降急速に拡大し、
８世紀には下新庄アラチ遺跡を中心とす
る北エリアと上林新庄遺跡を中心とする
南エリアに整理される。前者の成立は後

上林古墳（７世紀前半）

鉄 鉢

上段：稜� 下段：円面硯
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者より若干遅れるものの、最初から核となる大型建物（竪穴建物から掘立柱建物へと同じ場所
で推移する）を中心に、条里を思わせる区画溝や整然と建ち並ぶ倉庫群・副屋を配置し、エリ
ア南端には門を思わせる長大な掘立柱建物をもつ。門状建物周辺より特徴的に出土する鉄鉢（仏
器のひとつであり金属器を模写した土器）や、区画溝から出土した稜�（鉄鉢に同じ）・円面
硯（土器で作ったすずり）などの存在は、このエリアの成員が仏教を取り入れ、木簡などに何
らかの記録を残す必要のある立場にあったことを示しており、極めて政治色の強い集団であっ
たことを思わせる。これに対して後者は竪穴建物群の周囲を掘立柱建物群が取り囲むような配
置をみせる。竪穴建物の多くはそばに長さ３．５～５．５m、幅１．４～２．５m、深さ０．１～０．３mほどの
長方形の土坑を伴っており、中から鉄滓（製鉄した時の不純物）やフイゴの羽口、小刀もしく
は釘状の鉄製品が出土している。一角に製鉄炉と思われる土坑が１基確認されていることとあ
わせ、このエリアの成員は小鍛治あるいは製鉄作業に従事した集団である可能性が高い。これ
らのことから、遺跡群全体としてみれば北エリアに居住する政治色の強い集団主導のもと、南
エリアでの計画的な製鉄従事者集団の管理運営を行うという極めて合理的かつ先進的な内容を
もつものであったことが考えられる。周辺に想定されている古代「拝師郷」の中枢といっても
過言ではなかろう。
一方、これまでこの時期の遺跡は希薄と考えられていた扇状地扇端部でも、最近の発掘調査
成果から古代の集落跡が存在することが明らかになってきた。縄文時代から中世にわたる広大
な野々市町三日市A遺跡では、２００３（平成１５）年に古代の官道である北陸道と思われる道路
状遺構が確認され、その後の調査で現在では延長約５３０mの区間で直線的に伸びる姿が復元さ
れる。また、それに連動するように周辺でも古代の集落跡の確認例が増加しており、２００５（平
成１７）年には北陸道から約１５０m（１町半）北に離れた地点で８世紀代の８×２間の大型掘立
柱建物が１棟確認されている。この建物は、方位にとらわれることなく軸線を直行させる向き
で建てられており、周囲に小・中型の掘立柱建物数棟と南北に並ぶ倉庫２棟を従えている。そ
の建物規模や構成から一般の集落とは考えがたく、北陸道の管理やあるいは郷・駅家に関連す
るなど公的な性格をもった施設である可能性が高い。
８世紀後半以降、周辺での遺跡確認数はさらに増加し、古代集落の動向上ひとつのピークを
なす。扇端部及び沖積低地では横江庄遺跡や上荒屋遺跡といった初期荘園関係の遺跡が開始さ
れ、それ以前より継続するものもさらに内容を充実させる。しかし多くは９世紀半ば以降１０世

古代北陸道（三日市A遺跡） 大型掘立柱建物（三日市A遺跡）
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紀には終わりを迎え、その後は徐々に扇状地の中でもさらに手取川に近い地域に移って行く傾
向がみられる。
中世 中世の集落に関しては、町内では旧来の集落に重複する例が多く、その成立時期を知る
手掛りとなっている。このような中、野々市町の本町地区において、１９９４（平成６）年に加賀
の国司であった富樫氏の館跡内堀の調査が実施され、土器類とともに手鏡１点が出土している。
また、町の東部に位置する扇が丘ハワイゴク遺跡では、１９９７（平成９）年の調査で加賀地方で
も最大級の規模となる８×６間の大型掘立柱建物が確認されており、富樫郷の一角を所領とし
た有力武士の館跡と考えられている。このほか中世前期のものとして白山市三浦・幸明遺跡や
橋爪ガンノアナ遺跡などでも高級陶磁器類が多く出土しており、開発領主クラスの居館と考え
られている。廃寺周辺では、粟田遺跡や三納ニシヨサ遺跡、三納トヘイダゴシ遺跡などが南北
に連なるように分布しており、当時の散居村的な景観を思わせる。また、扇端部では現在の二
日市町の南側に広がる三日市A遺跡北ブロックで、大きな堀割やたくさんの井戸をもつ館跡
と五輪塔が多く出土した方形台状の墓域などが確認されており、やはり有力な領主層の存在が
想定できる。同様のことは三日市町・徳用町においても確認されており、やはり旧来の集落に
近接して中世の居館・集落が検出されている。特に徳用クヤダ遺跡では、中世の北国街道が南
側の近くを走っており、陶磁器類や石造遺物に上質なものが多くみられる。

富樫館跡の堀跡 中世方形台状墓（三日市A遺跡）

２ 末松廃寺の調査成果

概 要 末松廃寺跡は１９３９（昭和１４）年に史跡に指定されており、したがって１９６６・６７（昭和
４１・４２）年に本発掘調査を実施した時点では、遺跡の性格の解明と将来の整備に向けた学術発
掘であった。そのため、遺構の破損、破壊を最小限にとどめるために必要な地点のみを掘り下
げるトレンチ調査として実施している。確認された遺構は創建当初のものとして塔・金堂及び
これらを取り囲む土塀であり、ほかに７世紀中ごろの竪穴建物１棟、８世紀～９世紀初めにか
けてのものと思われる掘立柱建物４棟、塀４条及び金堂上層遺構などがある。
金堂は南を正面として建つと考えられ、創建時の伽藍配置は塔・金堂が建物の中心をそろえ
て東西に並ぶ、いわゆる法起寺式といわれるもので、廻廊のかわりに土塀が周囲を囲んでいた
と考えられる。なお、北に存在すると思われた講堂は確認されなかった。
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塔（SB１） 塔の基壇は黄褐色の地山の上に暗褐色の粘土を突き固めて造られており、心礎
据え付け穴を中心に東西約８．５m、南北約１０．５mの範囲に残されていた。しかし、上面及び周
縁部は徹底的に破壊されており、基壇化粧や雨落溝については不明であった。したがって、基
壇の大きさや高さについては確認することができなかった。心礎はこれまでいわれていた青戸
室石ではなく、手取川の転石と思われる安山岩を用いており、長径２．２４m、短径１．６５mのほぼ
楕円形の自然石の上面を平らに加工したものである。この平坦面の中央には径５８cm、深さ１１cm
の丸い穴が開けられており、ここに主柱を固定したものと考えられる。心礎以外の礎石もすべ
て抜き取られており、基壇土の残るわずかな部分に礎石据え付けの根石が４箇所確認されたの
みである。手掛りは少ないものの、その位置関係に恵まれて塔の規模は方３間、各柱の距離が
３．６mで一辺の長さが１０．８mとなる大きなものであったことが推定された。また、心礎据え付
け穴と根石の高さからみて、心礎は基壇上に上面が露出していた地上式のものと考えられる。

完掘された塔跡
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金堂（SB２A） 金堂についてはこれまでの予備調査により上面が破壊されていることが確実
なため、基壇の規模を確定するために周縁部について重点的に調査を行った。その結果、屋根
の形に沿って崩落したと思われる瓦堆積を取り除いた下に、雨落溝と思われる素掘りの溝が確
認された。この溝の内側３０cmあたりから、基壇土と思われる土がさらに内側に続くことから
創建当初の金堂の規模を推定することができた。その結果、東西約１９．８m、南北約１８．４mの矩
形に近いものであり、上面の破壊が激しく建物構造は不明であるが、周辺に玉石が散乱してい
ることから玉石積みであった可能性もある。

金堂跡と瓦堆積
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再建金堂（SB２B） 一応再建金堂としたが、建
物の構造や詳しい性格などは不明である。SB２A
の基壇中央に東西１３．５m、南北１０．８mにわたって
２０cm大の玉石が一面に敷き詰められており、方
位が金堂雨落溝や塔に比べて東に約１１度ずれてい
る。地固めの敷石と考えると、基壇全体でなく建
物直下のみに地固めが行われたとも考えられる。
遺構の変遷 出土した遺物の検討や、建物遺構の
切り合いと構成、方位軸などから、末松廃寺跡は
�・�期に大別され、�期は建て替えによってA
･B期に区分される。また、遺跡全体としては４
画期５小期となる。
・�期（創建期）
創建伽藍が存在した段階。塔（SB１）、金堂（SB

２A）、周囲を囲む土塀（SA１～３）よりなる。
本来北側に存在するはずの講堂については、調査
区をやや大きく設定したが確認されていない。創
建された時期としては、塔の基壇の下で確認され
た竪穴建物より７世紀第３四半期にあたる土器が
出土しているため、それ以降、具体的には西暦６６０
～６７０年を想定している。また、発掘調査により
検出した金堂の瓦溜まりより、８世紀第１四半期
の土器が出土していることから、このころまでに
は倒壊していたようである。
・�期（再建期）
�期は、A･Bの２小期に分けられる。まず�A
期は、廃絶された金堂の上に建てられた玉石敷き
の再建金堂 SB２Bと北側にある南面庇の掘立柱
建物 SB３、さらに北側の掘立柱建物 SB６の３棟
と、このころには土塀ではなく掘立柱に変わった
と思われる柵列 SA４～７で構成される。それぞ
れ建物主軸をやや東に振り、SB２Bは規模を縮
小して建てられている。塔は再建されなかったよ
うであるが、９世紀前半～中ごろの瓦塔（焼き物
で作ったミニチュアの塔）片が塔跡周辺より数点
出土しているため、代替品として簡単な覆屋の中
に納めたのかもしれない。存続した時期は、明確
に遺構に伴う土器が出土していないため不明な部
分が多いが、金堂が倒壊したと思われる８世紀第
１四半期を上限とし、掘立柱建物の柱穴の掘り方

塔
金堂

Ⅰ 期

Ⅱ A 期

Ⅱ B 期
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や規模から９世紀前半ころまでであろうと考えている。
�B期は金堂北側に位置する掘立柱建物 SB４・５の２棟からなる。SB４は四面庇の建物であ
り、堂宇と思われる建物は姿を消す。小堂のようなものとして存続していたのであろうか。建
物の方位軸は�期に近い。時期は９世紀前半を上限とし、１０世紀代までの存続と考えている。
これは、続く�期に時期の確定できる遺物がある程度確認されていることによる。
・�期（変動期）
�期はそれまでの建物を主体とした構成ではなく、鍛冶遺構とされる土坑や南北に伸びる小
溝、その他の土坑など、様相の異なる遺構によって構成される。時期は１０世紀終わりころから
１１世紀前半を想定している。
・�期（中世への転換）
SX とした中世墳墓などで構成される。この時期になると、生活に関係する遺構は確認でき
なくなるが、墓域として利用されていることから何らかの宗教的な施設として存続していた可
能性も考えられる。時期は、１１世紀中ごろから１２世紀前半と思われる。

３ 出土した遺物

概 要 出土した土器は量的にさほど多くなく、確実に遺構に伴うと思われるものはごくわず
かであり、出土地不明を含めて宗教的な性格を思わせる器種の存在も決して多くなく、その特
徴に乏しい。そのため、廃寺特有の性格に迫ることは困難と判断し、出土地点から大まかに塔
周辺地区・金堂周辺地区・推定金堂地区・北地区の４地区に区分し、出土遺物の量的推移や生
産地別での供給量の推移など、数量的な検討に重点を置いた。
地区別にみた土器群の推移 全体的な遺物の出土量については、北地区に分布が集中する傾向
がみられる。末松廃寺�期とした８世紀第１四半世紀～１０世紀には北地区以外で遺物量が極端
に減少するが、北地区では大きな変動はなく、むしろ９世紀以降はわずかであっても増加さえ
している。このことを、煮炊きに使われる土器の種類でみてみると、そのほとんどが北地区に
集中しており、そのような「器種」が使用される区域であったことを示している。ちなみに、
供膳器・仏器以外の土器のあり方でも北地区の圧倒的な出土例が確認されており、廃寺内での
用途区分の使い分けを反映したものとして留意する必要がある。
産地別にみた土器群の推移 この時期の主体をなす土器群（主に大陸系の焼物である須恵器）
は、辰口地域で生産されたものを中心とし、加賀と能登の境に位置する押水・高松地域から南
加賀の小松地域で生産されたものなど広範囲の土器が流通している。当遺跡からは確認されて
いないが、隣接する末松A遺跡では能登・鳥屋地域で生産されたものも確認されている。そ
の内、この地域の通有の流通範囲は、これまでの他遺跡の検討結果より小松地域を除いた地域
で生産された土器群の流通範囲とされてきたが、当遺跡では創建時とみられる７世紀後半ころ
に限り４９％もの小松地域産の製品が確認される。このことこそが当遺跡におけるまさに「イレ
ギュラー」な事実であり、その特異な状況が反映されているのではないかと考えられる。
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４ まとめ

廃寺建立前夜の周辺地域は、末松ダイカン遺跡や上林新庄遺跡、上林テラダ遺跡などで７世
紀前半代に集落の萌芽をみせはじめるもののまだまだ散発的であり、該期の遺物を伴う竪穴建
物などもごくわずかである。しかし、白山市田地古墳や野々市町上林古墳、また末松地区に残
る「塚」の付く小字名の存在など、人口増加と耕地の拡大はやはりこの時期に始まったといえ
よう。廃寺が建立された７世紀第３四半期になると、上林新庄遺跡群などで徐々に竪穴建物な
どが増え始めるが、まだまだ８世紀にみられる爆発的ともいえる拡大には至らない。
廃寺は、創建伽藍がその威容を保っていたのはわずか半世紀ほどのことであり、７世紀第３
四半期～８世紀第１四半期までのことである。この時期は周辺の集落遺跡が隆盛を極める時期
にあたるため、その事情の理解を困難にしている。また、建立した主体については従来「道の
君」であるという説が半ば定説化していたが、今回の検証によって加南・能美地域産の須恵器
が多くみられること、これまで青戸室石であるといわれていた塔心礎が手取川の転石を加工し
た安山岩である可能性が高いこと、周辺の集落遺跡に近江・丹波からの影響が存在したことな
ど、ヒト・モノの動きに財部氏などの南加賀の勢力が大きく関係していることがうかがわれる。
もっとも、当時の道の君の権勢を考えた場合、その存在の大きさを無視してこの周辺の開発を
含めた大事業を成し遂げられるはずはなく、その関与のし方が注目される。
末松廃寺跡は、北陸ではもっとも古い時代に建立された古代寺院であり、全国的にみると白
鳳時代にこうした寺院が建立される傾向が顕在化する傾向がみられる。その多くは新たな開発
事業の施行に関わるものであり、本遺跡の例も先進的な技術を持った集団の移動を伴う、国家
的一大プロジェクト推進の前段として人々の人心掌握を目的としたものであったと考えられる。
白鳳寺院の建立の背景にまで踏み込んだ詳細な検討はまだまだ少なく、今回の検証を通して得
られた新たな知見は今後の研究に新たな道を開いたものと評価できる。末松廃寺の建立は、こ
の国家的開発事業の一連の流れの中でも早い段階の事例であり、その事情を解明することは、
その後の加賀市弓波廃寺跡や羽咋市柳田シャコデ廃寺などの建立の背景を考える上で地域史全
体の中でも大きな意義を持つものである。
おわりに、今回の検討を経て末松廃寺跡の建立に関わる経緯をある程度明らかにできたので
はないかと考えている。しかし、これらはあくまで１つの論証であり、決して建立主体に道の
君が関与していなかったとの確証は得られていない。本シンポジウムに参加された皆様の真摯
なご討議を経て、この問題に対しての更なる深化を期待するものである。
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